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	【別紙】
	１　当事者の概要
	⑴　法人がＸ３を定年後再雇用しなかったことが、組合活動を理由とした不利益取扱い及び支配介入に当たるか否か（争点①）
	ア(ア)　法人は、Ｘ３を再雇用しなかった理由として、「法人では、従前から、定年退職者の再雇用はその後任が新規採用できなかった場合に限り本人に打診することとしている」（以下、この取扱いを「本件運用方針」という。）ところ、後任を採用することができたのでＸ３を再雇用しなかったと主張している。Ｘ３の後任が採用されたことには争いがないので、以下、法人において本件運用方針が執られていたといえるか否かについて検討する。
	(イ)　法人の主張する本件運用方針では、後任の新規採用がかなわなかった場合に限り、年度末直前１か月前頃に初めて定年退職者に再雇用の意思を確認し、合意に至れば再雇用契約を結ぶという、後任の新規採用を再雇用に優先させる運用を行っていたとされている。
	しかしながら、本件運用方針の存在は、就業規則や法人の会議録等で確認することができない。また、法人は、従前から職員、とりわけ看護師の人材確保が困難な状況にあるとの認識を示し、職員に理解、協力を求めており、かつ、ハローワーク等を通じて職員の求人を出し続け、29年11月には非常勤職員の就業規則を改正して、定年後再雇用者の上限年齢を従来の70歳から75歳としていた。そのような状況の下で、定年退職者と再雇用の合意が必ずしもできるとは限らないにもかかわらず、法人は、組織の新陳代謝のため若い人材が必要であるなど...
	そして、法人が主張するように、組織の新陳代謝や若い人材が必要であるというのであれば、再雇用した職員が再雇用契約を更新する際には、職員の募集を行う必要性はますます高まっているはずであるにもかかわらず、法人は、これら職員の後任の募集を総じて行っていなかった。
	(ウ)　法人は本件運用方針が執られている根拠としてＺ２及びＹ３の非常勤看護職員Ｚ３の後任の募集状況とされる資料を挙げ、Ｚ２の定年退職に関し、法人は、Ｚ３の退職後の後任をすぐには採用することができなかったので、Ｙ２の看護職員だったＺ２をＹ３の看護職員として再雇用したこと等を主張している。
	しかし、この際の求人情報による募集は、Ｙ２の職員の募集であるとみるのが相当であり、法人が、この募集以外には看護師を募集する求人をしていなかったことからすれば、24年度末でＹ３を退職した看護職員のＺ３の後任をこの時期に募集していたとは、認めることができない。
	法人は職員の高齢化、組織のマンネリ化や固定化を防ぐために本件運用方針を執っていると主張しているところ、もしそうであるならば、Ｚ３の後任に定年退職を迎えるＺ２を充てる前に、Ｚ３の後任を新規募集することが求められるといえるにもかかわらず、そのような募集がなされていたとは認められない。
	(エ)　法人は、Ｚ４の定年退職時の同人の再雇用の意思確認の有無について、Ｚ４が再雇用を希望していたのか否かという重要な点について、主張を変遷させている。
	(オ)　そして、少なくとも結果としては、18年から28年までの11年間の定年退職者８名のうち、７名が再雇用されており、多い者では９回の更新がなされている。
	(カ)　以上(イ)ないし(オ)の検討を踏まえると、法人が本件運用方針を執っていたとの主張は、にわかに措信し難い。
	イ　また、法人は、Ｘ３の看護師としての資質や勤務態度等については、一切主張しておらず、法人が同人に対し在職中に業務遂行上の問題等で懲戒処分等を行った事実や、同人に再雇用することができない健康上の問題があった事実もうかがえない。
	しかし、法人は、Ｘ３の退職後、同人の後任が退職するなど看護師の採用が困難となり、新規採用よりも経費がかさむ派遣の看護師を受け入れざるを得ないほど追い込まれていたにもかかわらず、Ｘ３の再雇用の要求を拒否し続けた。
	ウ　当時の労使関係についてみると、新宿区からの借入金の返済方針や給与規程の改定、本件一体化を巡って分会がこれらについて反対する姿勢を貫き、また、非常勤職員就業規則の改正に当たっても法人が組合の求める改正内容の新旧対照表の提示を拒否するなどして、労使間では緊張が高まっていた。そして、この時期に、執行委員長として上記のような法人の方針に反対する分会活動を主導してきたのがＸ３であったことからすると、法人が、分会活動の中心人物である同人を疎ましく思っていたことは容易に推認できるところである。
	加えて、このことは、法人が、Ｘ３が法人の介護職員の募集に応募した際の面接において、法人の面接官がＸ３の定年退職後に労使間で争いとなっていたＸ３の施設内への立入りに関する質問をしたり、「面接の質問を持ち帰るとの組合的な発言あるママ」などと評価したりしていることによっても裏付けられるといえる。
	そして、法人が、通常、三、四か月前から定年退職者の後任の募集を行っていると主張しているところ、法人がＸ３の後任の看護師のものであるとする募集は、年度末から約半年も前の10月から行われていたのであるから、法人が、Ｘ３の定年退職に当たって、是が非でも同人を法人から排除しようと殊更な対応を執っていたことが強くうかがわれる。また、Ｘ３の後任として採用された准看護師がわずか１年余りで退職した際に、法人が組合からのＸ３の再雇用の要求に応ぜず、人件費の割高な派遣看護師を受け入れるようになったことも、このような法...
	エ　以上の検討からすると、法人が主張する本件運用方針が実際に執られていたとみることは到底できず、法人では、定年退職者が再雇用を希望する場合には、それを尊重する運用がなされていたとみるのが相当である。それにもかかわらず、法人がＸ３の再雇用を認めなかったのは、当時分会の執行委員長として、法人の方針に反対する分会活動を主導していたＸ３を再雇用しないことにより同人を職場から排除し、もって組合の勢力を減殺するためであったといわざるを得ない。
	したがって、法人がＸ３を定年後再雇用しなかったことは、同人の組合活動を理由とした不利益取扱いに当たり、また、組合の運営に対する支配介入にも当たる。
	⑵　法人が、30年３月13日及び27日の団体交渉を開始するに当たり、組合の参加者や発言者の数を制限するよう求めたこと及び組合の参加者を写真撮影しようとしたことが、支配介入に当たるか否か（争点②）
	３月13日及び27日の団体交渉は、それまでの団体交渉と比較して組合側の出席者数が極めて多く、それまでの団体交渉に出席していなかった友誼団体の役員等も出席していた。したがって、法人が、平穏な団体交渉が行われるのかという懸念を抱いたとしても無理からぬものがあるといえる。
	そして、一般に、法人が団体交渉の参加人数や発言者数について組合に希望を述べること自体が直ちに不当労働行為に当たるわけではない。また、組合に写真撮影してもよいかと尋ねたことは、団体交渉の円滑な進行に水を差すものであったとはいえ、やはり、それ自体が直ちに不当労働行為に当たるとまではいえない。
	また、法人は、団体交渉が開始された後は、組合側の参加人数や発言者数についてこれを制限するよう求めるなどしておらず、団体交渉の進行が実質的に妨げられた事情もないし、写真撮影についても組合がこれを拒否すると、撮影を強行するなどの行動には出ていない。
	そうすると、法人が、30年３月13日及び27日の団体交渉を開始するに当たり、組合の参加者や発言者の数を制限するよう求めたこと及び組合の参加者を写真撮影しようとしたことは、支配介入に当たるとまではいえない。
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